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近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な

復
旧
復
興
や
被
災
者
支
援
を
す

る
た
め
、
各
種
団
体
と
災
害
時

の
応
援
協
定
を
積
極
的
に
結
ん

で
い
ま
す
。

　
　
年
度
中
に
締
結
し
た
協
定

２７
は
右
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
今
年
は
未
曾
有
の
大
災
害
と

言
わ
れ
る
阪
神
淡
路
大
震
災
か

ら
　
年
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

２１
５
年
が
経
過
し
ま
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
大
規
模
災
害
の
教
訓

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
防
災
意

識
を
持
ち
続
け
る
と
と
も
に
、

災
害
に
対
す
る
備
え
を
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
本
市
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
な
ど
を
中
心
に
防
災
無
線

シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
風
水
害
な
ど

に
よ
り
土
砂
災
害
な
ど
の
発
生

の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と
き
、

避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
を
い
ち

早
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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本
市
で
は
、
今
後
も
各
種
団

体
と
の
協
定
締
結
を
推
進
し
、
大

規
模
災
害
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

各
種
団
体
と
災
害
時
の

応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
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災
害
時
に
お
け
る
復
旧
復
興
・
支
援
体
制
を
確
保
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

定
期
放
送
を
実
施
し
て
い

ま
す

　
防
災
無
線
を
活
用
し
、
災
害

発
生
時
に
備
え
た
平
常
時
の
放

送
点
検
と
、
子
ど
も
た
ち
に
帰

宅
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
定
期

放
送
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
き
・
内
容

■
毎
日
、
午
後
６
時
（
　
月
～

１０

翌
年
２
月
ま
で
は
午
後
５
時
）、

童
謡
「
夕
焼
け
小
焼
け
」（
メ
ロ

デ
ィ
の
み
）

防
災
啓
発
放
送
を
実
施
し

ま
す

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

５
年
と
な
る
３
月
　
日

、
午

１１

後
２
時
　
分
ご
ろ
に
防
災
啓
発

４６

放
送
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
啓
発
放
送
の

後
、
火
災
発
生
時
の
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
テ
ス
ト
も
実
施
し
ま
す
。

防
災
情
報
音
声
案
内
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◇
防
災
情
報
音
声
案
内
サ
ー
ビ

ス
〔

０
８
０
０
（
８
０
５
）

５
６
５
３
〕

　
同
音
声
案
内
サ
ー
ビ
ス
は
、

防
災
無
線
か
ら
放
送
し
て
い
る

防
災
情
報
に
つ
い
て
、
放
送
内

容
を
電
話
で
確
認
で
き
る
も
の

で
す
。

　
防
災
無
線
の
放
送
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

低
所
得
の
高
齢
者
を
対
象
に

が
支
給
さ
れ
ま
す
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「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現

に
向
け
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ

る
景
気
回
復
や
賃
金
引
き
上
げ

の
恩
恵
を
受
け
に
く
い
高
齢
者

世
帯
を
支
援
し
、　

年
前
半
の

２８

個
人
消
費
の
下
支
え
と
な
る
よ

う
低
所
得
の
高
齢
者
に
対
し
て

「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
要
件
を
満
た
す
人
が
支

給
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
制
度
の
詳
細
や
申

請
の
受
け
付
け
期
間
な
ど
に
つ

い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
広
報
誌
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　
給
付
金
の
支
給
手
続
き
で
、

市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
が
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）

を
利
用
す
る
よ
う
指
示
し
た

り
、
預
（
貯
）
金
口
座
の
暗
証

番
号
を
聞
き
出
し
た
り
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
市
役

所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
2
8
８
）
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３月11日、午後２時46分ごろに

防災啓発放送と火災発生時のサイレン

 吹 
すい

 鳴 テストを実施します
めい
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◆
登
録
申
し
出
に
当
た
っ
て

の
注
意

　「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
発
生
時
な
ど
に
避
難
支
援
者

か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
る
可
能

性
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
避
難

支
援
者
自
身
や
家
族
な
ど
の
安

全
が
前
提
の
た
め
、
災
害
発
生

時
な
ど
に
必
ず
支
援
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
災
害

発
生
時
な
ど
に
お
け
る
避
難
支

援
は
、
地
域
の
支
援
者
の
善
意

に
よ
る
地
域
活
動
と
し
て
可
能

な
範
囲
で
支
援
す
る
も
の
で
、

法
的
な
責
任
や
義
務
を
負
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
2
8
2
）

　
本
市
で
は
、
　

年
３
月
に

２３

「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
災
害
時
の
支

援
体
制
や
地
域
支
援
組
織
の
組

織
化
な
ど
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
　
そ
の
よ
う
な
中
、
東
日
本
大

震
災
な
ど
の
災
害
を
教
訓
と
し

て
、
　

年
６
月
に
災
害
対
策
基

２５

本
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
新
た

に
「
避
難
行
動
要
支
援
者
（
災

害
発
生
時
、
ま
た
は
災
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
）
」
に
係
る
名
簿
の
作
成
を

市
町
村
に
義
務
付
け
る
な
ど
、

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
対
策

強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
市
に

お
い
て
も
、
災
害
時
に
避
難
行

動
要
支
援
者
に
対
し
て
よ
り
適

切
な
避
難
支
援
が
で
き
る
よ
う

　
年
３
月
に
、「
災
害
時
要
援
護

２８者
支
援
プ
ラ
ン
」
を
「
避
難
行

動
要
支
援
者
支
援
プ
ラ
ン
」
に

改
訂
し
ま
す
。

◆
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援

プ
ラ
ン
と
は

　「
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援

プ
ラ
ン
」
で
は
、
い
ざ
と
い
う

時
に
地
域
の
住
民
同
士
が
助
け

合
う
「
共
助
」
に
よ
る
 絆
 の
強

き
ず
な

い
地
域
づ
く
り
を
は
じ
め
、
市

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
災
害

時
に
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対

し
て
適
切
な
避
難
支
援
が
で
き

る
よ
う
具
体
的
な
方
法
や
体
制

な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

避難行動要支援者名簿に登録を

　本市では、避難行動要支援者を把握するた

め、「避難行動要支援者名簿（要支援者の避難

支援、安否確認などを実施するための基礎と

なる名簿）」を整備し、地域を主体とした支援

体制の構築を推進していきます。

対象者　災害時などに支援を希望し、支援を

受けるために必要な個人情報を提供すること

に同意した在宅の人で、次の①～⑥のいずれ

かに該当する人

※ただし、家族などの支援を受けて避難がで

きる人や施設・病院に入所・入院中の人など

は除きます。

①身体障がい者手帳（１級・２級）を持って

いる人

②療育手帳（Ａ判定）を持っている人

③精神障がい者保健福祉手帳（１級）を持っ

ている人

④要介護状態区分が要介護３～５の人

⑤「障害者総合支援法」による市の障がい福

祉サービスを受けている難病患者

⑥６５歳以上で、「一人暮らし」・「高齢者のみの

世帯」・「昼間に家族などが不在」のため支援

が必要で登録を希望する人

※①～⑥に該当しなくても、災害時などに支

援を要する人（妊産婦や日本語の理解が十分

でない外国人など）であれば、登録を随時受

け付けていますので、希望する人は申し出て

ください。

◆
「
登
録
申
出
書
兼
同
意
確

認
書
」
を
送
付
し
ま
す

　
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、
本
市
が
保
有
す
る
情
報
か

ら
、
災
害
時
の
避
難
に
支
援
を

要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
人
に

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登

録
申
出
書
兼
名
簿
情
報
提
供
同

意
確
認
書
」
を
３
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
制
度
内
容
や

同
意
内
容
を
確
認
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
地
域
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
」

に
登
録
さ
れ
て
い
た
人
に
は
、

２
月
中
旬
に
同
確
認
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い

な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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ラララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンン
」」」」」」」」」」」」」

「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ
ラ
ン
」
をををををををををををををを

「「「「「「「「「「「「「
避避避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難難難
行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動
要要要要要要要要要要要要要
支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援
者者者者者者者者者者者者者
支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援
プププププププププププププ
ラララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンン

「
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
プ
ラ
ン
」」」」」」」」」」」」」」

ににににににににににににに
改改改改改改改改改改改改改
訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂
ししししししししししししし
ままままままままままままま

に
改
訂
し
ま
すすすすすすすすすすすすすす

避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
ののののののののののののののののののののの
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
ををををををををををををををををををををを
強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
対
策
を
強
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化

避難行動要支援者 市役所

避難支援者 避難支援など関係者

町会（自治会）
地域支援組織
自主防災組織
民生委員・児童委員
消防団
大阪府警察
社会福祉協議会
ほんわかセンターなど

隣近所の人など

個人情報保護を含め
た協定書を締結し、
同意者名簿の提供

登録の
申し出

協力

日頃の見守り、
災害時の避難
支援

避難行動要
支援者名簿
の作成
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななななななななななななな
でででででででででででででででででででででででででででででで
考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
ええええええええええええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
のののののののののののののののののののののののののののののの
未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来

～
み
ん
な
で
考
え
る
金
剛
地
区
の
未
来
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　
本
市
で
は
、
金
剛
地
区
（
高

辺
台
、
久
野
喜
台
、
寺
池
台
）

の
将
来
の
ま
ち
の
姿
な
ど
を
示

す
「
金
剛
地
区
再
生
指
針
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
指
針
の
策
定
に
向
け
て
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
起
こ
っ
て
い

る
課
題
や
活
性
化
に
向
け
た
先

進
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
知

り
、
金
剛
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
る
機
会

と
す
る
た
め
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
　
日

、
午
後
１

１３

時
　
分
～
４
時

３０
と
こ
ろ
　
金
剛
団
地
中
央
集
会

所
２
階
（
寺
池
台
一
丁
目
９
の

　
、
金
剛
連
絡
所
北
側
）

７０

　
近
年
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨

に
よ
り
、
土
砂
災
害
な
ど
の
自

然
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い

る
一
方
で
、
間
伐
を
は
じ
め
と

す
る
森
林
管
理
作
業
の
停
滞
に

よ
り
、
森
林
の
果
た
し
て
き
た

災
害
防
止
機
能
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
公
益
的
機
能
が

低
下
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
か
ら
暮
ら
し
を
守

り
、
健
全
な
森
林
を
次
世
代
に

つ
な
ぐ
た
め
、
府
で
は
、
森
林

保
全
対
策
を
緊
急
か
つ
集
中
的

に
実
施
す
る
財
源
と
し
て
、　２８

年
度
か
ら
「
森
林
環
境
税
」
を

導
入
し
ま
す
。

課
税
方
法
　
年
額
３
０
０
円

（
　
～
　
年
度
ま
で
の
４
年

２８

３１

間
、
府
民
税
均
等
割
額
に
３
０

０
円
を
加
算
）

問
い
合
わ
せ
　
府
民
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー「
ピ
ピ
っ
と
ラ
イ
ン
」

〔

０
６
（
６
９
１
０
）
８
０

０
１
〕

28年度から国民健康保険料の納付回数が
年12回から10回に変わります

　これまで国民健康保険料は、算定基礎となる前年

中の所得を賦課期日（４月１日）に把握することが

できないため、前々年中の所得をもとに仮計算した

額（仮算定）を４月にお知らせし、７月に前年中の

所得をもとに再計算し確定した年間保険料（本算定）

をお知らせしていましたが、２８年度から仮算定を廃

止し、本算定のみでの計算に変わります。　

　これにより、４月と７月の年２回の保険料通知が

６月の年１回になり、納付回数も年１２回から１０回に

変わります。

※なお、特別徴収（年金天引き）の人は、納付回数（年

６回）に変更はありません。

問い合わせ　保険年金課（内線１５５、１５７）

軽

鶏

頚

芸

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

　
本
市
で
は
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

年
２
回
「
交
通
安
全
講
習
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
一
人
一
人
が
交
通
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学

び
、
実
践
す
る
た
め
に
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
交
通
安
全
講
習
会

を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
程
な
ど
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

※
い
ず
れ
も
　
分
前
よ
り
受
け

３０

付
け
開
始
で
す
。

※
全
て
の
会
場
で
手
話
通
訳
が

付
き
ま
す
。

※
運
転
者
講
習
受
講
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春のののののののののののののののののののののの

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習交通安全講習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

ををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開を開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままましますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

健
全
な
森
林
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森
林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

「
森
林
環
境
税
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
が
導
入
さ
れ
ま
す

※
金
剛
連
絡
所
横
の
駐
車
場

（
有
料
）
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
　
増
田
　
昇
さ
ん
（
大
阪

府
立
大
学
大
学
院
教
授
）
に
よ

る
基
調
講
演
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

に
お
け
る
課
題
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
」、
地
域
活
動
団
体
の

代
表
者
に
よ
る
実
践
報
告
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
写

真
な
ど
の
展
示
な
ど

定
員
　
１
０
０
人
（
当
日
、
直

接
会
場
へ
）

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
上
靴

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
４
５
２
）

金
剛
地
区
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



５

シ
ー
ル
の
交
付
申
請

　
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い

人
な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
本

市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
（
住
所
と
氏
名
が

記
載
さ
れ
た
水
道
代
な
ど
の
領

収
書
、
賃
貸
契
約
書
、
郵
便
物

な
ど
）
と
印
鑑
を
持
参
し
、
衛

生
課
ま
た
は
金
剛
連
絡
所
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
学
生
（
住
民
登
録
さ
れ
て
い

な
い
）
に
貸
家
さ
れ
て
い
る
家

主
の
皆
さ
ん
へ

　
短
期
大
学
生
や
大
学
生
に
貸

家
さ
れ
て
い
る
家
主
は
、
シ
ー

ル
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
申
請
時
に
は
、
印
鑑
と
建
物

の
名
称
や
所
在
地
、
部
屋
番

号
、
学
生
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

学
校
名
、
学
年
、
学
生
証
番
号

が
必
要
で
す
。

■
転
出
な
ど
に
よ
り
本
市
か
ら

引
っ
越
し
さ
れ
る
場
合
は
、
転

出
届
の
際
に
シ
ー
ル
を
返
還
し

て
く
だ
さ
い

　
シ
ー
ル
は
譲
渡
禁
止
で
す
。

他
人
に
譲
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

シ
ー
ル
は
４
月
か
ら
使
用

で
き
ま
す

　
シ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
色

分
け
し
て
い
ま
す
。　

年
度
の

２８

シ
ー
ル
は
、
４
月
か
ら
の
収
集

に
使
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、　

年
度
の
シ
ー
ル
が

２７

残
っ
て
い
る
場
合
は
、
継
続
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
期
限
が
過
ぎ
た
シ
ー
ル
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

紙
お
む
つ
な
ど
を
利
用

さ
れ
て
い
る
人
に
ご
み

シ
ー
ル
を
追
加
交
付
し

ま
す

　
高
齢
や
身
体
の
障
が
い
な
ど

の
た
め
、
紙
お
む
つ
、
ス
ト
マ
、

腹
膜
透
析
液
バ
ッ
グ
を
常
時
利

用
さ
れ
て
い
る
人
に
、
申
請
に

よ
り
ご
み
シ
ー
ル
を
追
加
交
付

し
ま
す
。

●
交
付
枚
数
　
１
週
間
に
つ

き
、
燃
え
る
ご
み
専
用
シ
ー
ル

２
枚

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送

で
配
布
し
ま
す

　
茶
色
の
封
筒
に
、
シ
ー
ル
と

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

の
保
存
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
し
、
ご
家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投

函
し
ま
す
。
３
月
　
日

～
　

１２

２８

日

の
間
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
期
間
中
は
ポ
ス
ト
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
シ
ー
ル
は
世
帯
の
人

数
ご
と
に
分
け
て
発
送
す
る
た

め
、
同
じ
地
域
、
同
じ
住
所
で

あ
っ
て
も
到
着
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

ご
み
の
分
別
に
関
す
る
情
報
や

収
集
の
曜
日
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
が
届
い
た
ら
種
類
、

枚
数
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い

　
シ
ー
ル
の
種
類
、
配
布
枚
数

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
３
月
　
日

を
過
ぎ
て
も

２９

シ
ー
ル
が
届
か
な
い
と
き
は
、

衛
生
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

●
交
付
申
請
　
初
め
て
の
申
請

に
は
証
明
が
必
要
で
す
。
衛
生

課
ま
た
は
金
剛
連
絡
所
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
「
障
が
い
者

等
日
常
生

活
用
具
給

付
等
決
定

通
知
書
」

の
コ
ピ
ー

を
添
付
す

る
か
、
次

の
い
ず
れ

か
の
人
に
証
明
を
受
け
て
、
衛

生
課
ま
た
は
金
剛
連
絡
所
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い

無
料
ご
み
シ
ー
ル

を
配
布
し
ま
す

２８年度分

◆
医
師
（
開
業
医
、
か
か
り
つ

け
医
な
ど
）　
※
証
明
手
数
料

は
無
料
で
す
。

◆
地
域
の
民
生
委
員

◆
町
総
代
（
自
治
会
長
）

◆
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

※
２
年
目
以
降
、
証
明
は
不
要

で
す
。

●
シ
ー
ル
の
返
却
　
転
出
な
ど

の
理
由
に
よ
り
使
用
す
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

もう取り付けましたか？住宅用火災警報器               
～全ての住宅に設置が義務化されています～

　住宅火災で亡くなられる原因の多くは、「逃げ遅れ」によるもので

す。住宅用火災警報器を設置することで、万一火災が発生しても早

期発見・避難につながり、皆さんの大

切な「いのち」を守ります。

　市消防本部では、設置状況などを調

査するため、市立小・中学校を通じて、

住宅用火災警報器に関するアンケート

を実施しました（右図参照）。

　まだ設置されていないご家庭は、早

めの設置をお願いします。また、すで

に取り付けられているご家庭は「いざ」

というときにきちんと作動するよう

に、日頃から手入れや点検をしましょ

う。

問い合わせ　市消防本部予防課〔(２３)１１２４〕



６

　
　
年
　
月
に
、「
プ
ラ
ム
ポ
ッ

２５

１２

ク
ス
ウ
イ
ル
ス
（
ウ
メ
輪
紋
ウ

イ
ル
ス
）
の
緊
急
防
除
に
関
す

る
省
令
」
な
ど
が
改
正
さ
れ
、

本
市
の
一
部
地
域
に
お
い
て
ウ

メ
、
モ
モ
な
ど
の
苗
、
植
木
、

盆
栽
、
切
り
枝
な
ど
の
持
ち
出

し
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
年
の
国
・
府
に
よ
る
調
査

２７
の
結
果
、
新
た
に
３
月
６
日


か
ら
「
須
賀
一
～
三
丁
目
」
が

持
ち
出
し
禁
止
区
域
に
追
加
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

持
ち
出
し
て
は
い
け
な
い

地
域

左
表
に
記
載

持
ち
出
し
て
は
い
け
な
い

植
物

ウ
メ
、
モ
モ
、
ユ
ス
ラ
ウ
メ
、

ス
モ
モ
、
ア
ン
ズ
、
ネ
ク
タ
リ

ン
、
オ
ウ
ト
ウ
、
セ
イ
ヨ
ウ
マ

ユ
ミ
、
ヨ
ウ
シ
ュ
イ
ボ
タ
な
ど

※
種
子
お
よ
び
果
実
は
持
ち
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
同
ウ
イ
ル
ス
は
、
ウ
メ
、
モ

モ
な
ど
の
植
物
に
感
染
す
る
ウ

イ
ル
ス
病
で
、
人
や
動
物
に
は

感
染
し
ま
せ
ん
。
感
染
し
て
い

る
木
の
葉
に
触
っ
た
り
、
果
実

を
食
べ
た
り
し
て
も
健
康
に
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
省
神

戸
植
物
防
疫
所
大
阪
支
所
〔


０
６
（
６
５
７
１
）
０
８
０
１
〕

プラムポックスウイルスとは

　ウメやモモなどの植物が同ウイルスに感染すると、葉

に特徴的な輪紋を生じる他、果実の表面に斑紋が生じる

ことで商品価値が損なわれたり、成熟前に落果したりす

るなどの悪影響を及ぼすことが知られています。

　そのため、同ウイルスは植物防疫法により「検疫有害

動植物」に指定されており、根絶をめざした緊急防除が

実施されています。

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣
ややややややややややややややややややややややややややややややややや
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木

生
け
垣
や
庭
木
はははははははははははははははははははははははははははははははははは

適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
ななななななななななななななななななななななななななななななななな
管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理

適
切
な
管
理
をををををををををををををををををををををををををををををををををを

　
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
な
ど
の
生

け
垣
や
庭
木
の
茂
っ
た
枝
が
伸

び
過
ぎ
て
道
路
に
は
み
出
す

と
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な

く
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
交
差
点
の
見
通
し
が

悪
く
な
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
り
す

る
な
ど
し
て
、
思
わ
ぬ
事
故
の

原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
敷
地
内
の
生
け
垣
や
庭
木
な

ど
は
早
め
に
 剪
 定
す
る
な
ど
、

せ
ん

所
有
者
が
適
切
に
管
理
し
、
人

に
や
さ
し
く
安
全
で
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
）

新
た
に
市
内
の
一
部
地
域
に
お
い
て
ウ
メ
、

モ
モ
な
ど
の
苗
、
植
木
、
盆
栽
、
切
り
枝
な
ど

の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た

　
同
駐
車
場
は
、
自
転
車
と
原

付
バ
イ
ク
（
　
㏄

以
下
）
が
駐

５０

車
で
き
、
一
時
利
用
も
可
能
で

す
。
自
転
車
の
定
期
利
用
に

は
、
学
生
割
引
（
高
校
生
以
下
）

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
鉄
長
野
線
「
喜
志

駅
」
改
札
口
へ
は
、
地
下
専
用

通
路
で
直
結
し
て
お
り
雨
の
日

も
大
変
便
利

で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
　

午
前
６
時
～

翌
日
の
午
前

０
時
　
分
３０

利
用
料
金
　

下
表
の
と
お

り申
し
込
み
　
同
駐
車
場
〔

　（２４）

６
２
９
３
〕
へ

　
自
転
車
や
バ
イ
ク
を
路
上
な

ど
に
放
置
す
る
と
、
歩
行
者
や

車
い
す
の
通
行
を
妨
げ
る
だ
け

で
な
く
、
交
通
事
故
の
原
因
と

な
り
大
変
危
険
で
す
。

　
特
に
、
駅
周
辺
は
「
自
転
車

等
放
置
禁
止
区
域
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

～大伴地区に自主防災会が誕生～

　新たに、かがり台自治会に自主防災会が結

成され、消火器や水バケツ、ヘルメットなど

の防災資機材が配備されました。

　今後は、

日頃の防災

活動や地域

で発生した

災害へのい

ち早い対応

など、地域

防災の柱として住民の安全を確保するための

活発な活動が期待されます。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)

１１２５〕

かがり台自主防災かがり台自主防災会会
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シ
ョ
ン
や
対
人
関
係
を
築
く
こ

と
が
苦
手
で
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
個

人
の
能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
の

中
で
自
立
し
て
い
く
た
め
に

は
、
発
達
障
が
い
に
対
す
る
私

た
ち
一
人
一
人
の
理
解
が
必
要

で
す
。

　
同
啓
発
デ
ー
を
契
機
と
し

て
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k

　
毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が

定
め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
で
す
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
こ

の
日
か
ら
８
日
ま
で
を
「
発
達

障
が
い
啓
発
週
間
」
と
位
置
付

け
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
促
進
の

た
め
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
が
い
は
、
脳
機
能
の
発
達

が
関
係
す
る
生
ま
れ
つ
き
の
障

が
い
で
あ
り
、
発
達
障
が
い
の

あ
る
人
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
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日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

毎
年
４
月
２
日
はははははははははははははははははははははははははははははははははは
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ででででででででででででででででででででででででででででででででで

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
、
そ
の
多

く
が
「
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ

た
末
の
死
」
で
あ
り
、「
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
」

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
次

の
機
関
な
ど
に

ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
家
族

や
友
人
な
ど
身

近
な
人
の
悩
み

や
異
変
に
気
付
い
た
ら
、
温
か

く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
悩
み
に

耳
を
傾
け
、
次
の
機
関
な
ど
へ

の
相
談
を
勧
め
、
じ
っ
く
り
と

見
守
り
ま
し
ょ
う
。　

■
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
〔

０
６
（
６
６
０
７
）

８
８
１
４
〕

～その悩み、これ以上、
　ひとりで抱え込まないで～

■
富
田
林
保
健
所
〔

　
２
６

（２３）

８
４
〕（
来
所
相
談
の
場
合
は
、

要
予
約
）

■
保
健
セ
ン
タ
ー
〔

　
５
５

（２８）

２
０
〕

■
関
西
い
の
ち
の
電
話
〔

０

６（
６
３
０
９
）
１
１
２
１
〕（
３

６
５
日
、　

時
間
対
応
）

２４

■
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〔

０
１
２
０

（
７
３
８
）
５
５
６
〕（
毎
月
　１０

日
、午
前
８
時
～
翌
日
の
午
前

８
時
）

※
府
携
帯
サ
イ
ト
の
自
殺
対
策

の

ペ

ー

ジ

〔h
ttp
:/
/
k

o
k
o
ro
-o
s
a

k
a
.jp
/
j/

〕

に
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
の
相
談
窓
口
な
ど
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
）

　
府
で
は
、
大
切
な
人
を
自
死

（
自
殺
）
で
亡
く
さ
れ
た
人
の

た
め
に
、
来
所
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
の
専
門
相
談
員
が
、
ご
遺

族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
電
話

の
際
に
は
、「
自
死
遺
族
相
談
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６

６
９
１
）
２
８
１
８
〕（
月
～
金

曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
、
た
だ
し
、
祝
日
、
年
末

４５年
始
は
除
く
）
へ

a
.lg
.jp
/c
h
iik
is
e
ik
a
ts
u
/h
a
t

ta
ts
u
s
y
o
g
a
i_
o
s
a
k
a
/
in
d
e

x
.h
tm
l

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
啓
発
デ
ー
の
                

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
府
で
は
、
同
啓
発
デ
ー
に
合

わ
せ
て
、
府
内
の
主
要
建
物
を

同
啓
発
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

と
き
　
４
月
２
日

、
日
没

（
午
後
６
時
　
分
ご
ろ
）
～
午

３０

後
　
時
１１

と
こ
ろ
　
大
阪
城
天
守
閣
、
通

天
閣
、
天
保
山
大
観
覧
車
　

※
天
保
山
大
観
覧
車
は
午
後
　１０

時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
　
府
地
域
生
活
支

援
課
〔

０
６
（
６
９
４
４
）

６
６
８
９
〕

　
過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
に
は
、

国
か
ら
補
償
金（
和
解
一
時
金
）

が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
人
、

療
養
所
に
入
所
し
た
こ
と
が
な

い
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
す
で
に
補
償
金
を
受
け
取
っ

た
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
手
続
き
の
方
法
な
ど
、
詳
し

補
償
金
の
申
請
手
続
き
期
限
（
３
月
　
日

）

３１

が
迫
っ
て
い
ま
す

ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
電
話
の
際
に
は
、「
ハ
ン
セ
ン

病
の
補
償
金
に
つ
い
て
」
と
お

伝
え
く
だ
さ
い
。
担
当
者
が
対

応
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
　（
公
財
）沖
縄
県

ゆ
う
な
協
会
〔

０
９
８
（
８

３
２
）
９
５
２
８
〕、
厚
生
労
働

省
難
病
対
策
課
〔

０
３
（
５

２
５
３
）
１
１
１
１
（
内
線
２

３
６
９
）〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



８

　
す
ば
る
ホ
ー
ル
内
に
あ
る
同

セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
自
主

活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
が
学

習
、
会
議
、
交
流
な
ど
の
た
め

に
使
用
で
き
る
部
屋
で
す
。

　
室
内
に
は
パ
ソ
コ
ン
、
印
刷

機
、
貸
し
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
部
屋
の
利
用
は
無
料

で
す
が
、
事
前
に
グ
ル
ー
プ
登

録
が
必
要
で
、
活
動
内
容
や
会

員
構
成
な
ど
に
よ
っ
て
審
査
し

ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
グ
ル
ー
プ
に
な

る
と
、
登
録
団
体
同
士
の
ネ
ッ

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
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画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ

登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録
グググググググググググググググググググググググググググググググググググググ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
プププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

登
録
グ
ル
ー
プ
を
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

ト
ワ
ー
ク
「
ウ
ィ
ズ
ネ
ッ
ト
」

に
参
加
し
て
、
市
と
連
携
し
て

事
業
な

ど
を
実

施
す
る

こ
と
が

で
き
ま

す
。
　
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
今
年
４
月
か
ら
の
使

用
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

は
、
３
月
　
日

ま
で
に
申
請

１８

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
人
権
政
策
課
（
内

線
４
７
４
）
へ

男女共同参画
シンボルマーク

　
海
外
で
は
狂
犬
病
が
発
生
し

て
お
り
、
い
つ
ま
た
日
本
に
侵

入
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
飼
い
主
の
責
務
と
し
て
、
飼

い
犬
登
録
し
、
毎
年
１
回
必
ず

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
左
表
の
日
程
で
、
飼
い
犬
登

録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会

場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
会
場
で
の
注
射
が
で
き
な
い

場
合
は
、
動
物
病
院
で
も
随
時

注
射
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

費
用
　
１
匹
に
つ
き

・
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円

（
生
涯
１
回
）

・
注
射
手
数
料
３
２
５
０
円

（
狂
犬
病
予
防
注
射
２
７
０
０

円
、
注
射
済
票
５
５
０
円
）

※
犬
が
暴
れ
る
と
注
射
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
接

種
会
場
に
は
犬
を
お
と
な
し
く

で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

年
に
一
度
は

必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
本
市
で
は
、
男
女
が
互
い
の

人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
性
別
に

関
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
男
女
が
共
に
生
き
や
す

い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
総
合
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
具
体
的
に

進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
同
審
議
会
の

委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
　
歳
以

２０

上
の
人
（
性
別
不
問
）

募
集
　
１
人
（
志
望
動
機
な
ど

を
審
査
の
上
、
選
考
し
ま
す
）

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

※
な
お
、
同
審
議
会
委
員
に

は
、
市
の
規
定
に
基
づ
き
報
酬

を
支
払
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
３
月
　
日

ま
で

３１

に
、
人
権
政
策
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
同
課
（
内
線
４
７
４
・


　
９
０
３
７
）
へ
　
※
申
込
書

（２５）は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課

の
ペ
ー
ジ
「
人
権
政
策
課
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

市
男
女
が
共
に
生
き
や
す
い
社
会
づ
く
り

を
推
進
す
る
審
議
会
の
委
員
を
募
集



９

●
な
の
花
畑

と
こ
ろ
　
佐
備

利
用
料
　
年
額
５
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
、
種
・
苗
・
肥
料

４０

代
、
農
具
使
用
料
な
ど
含
む
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
、
ト
イ

レ
、
休
憩
所
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
東
さ
ん
〔

　（３４）

５
３
５
１
〕

●
松
村
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉
（
Ｊ
Ａ
大
阪
南

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
）

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
～
３
万
８
０
０
０
円
（
１
区

画
約
　
～
１
５
６
平
方
㍍
）

８５

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
さ
ん
〔


０
９
０
（
５
６
６
３
）
６
２
３

７
〕

●
錦
織
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
一
丁
目

利
用
料
　
月
額
１
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
）　

５０

※
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
常
駐
、

完
全
指
導
型
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
忠
勝
さ

ん
〔

　
３
６
７
４
〕

（２３）

●
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
二
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸ししししししししししししししししししししし農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園貸し農園のののののののののののののののののののののの

利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募利用者を募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

働くことに関する無料相談をご利用く
ださい～あなたの仕事探しをお手伝い～

　人権文化センター内にある就労支援センター

では、「なかなか仕事が決まらない」「働きたいけ

ど何から始めていいのかわからない」など就職

について悩みや疑問のある人を対象に、就労支

援コーディネーターによる無料相談を実施して

います。

　また、月１回市役所での出張相談も実施して

いますので、ぜひご利用ください。

●お出かけ就労支援相談

とき　３月２２日、午後１時～４時

ところ　市役所４階Ａ会議室（当日、直接会場へ）

問い合わせ　市就労支援センター〔(２４)３７００・

(２５)５９５２〕

「求職者支援制度」をご存じですか 
～職業訓練によるスキルアップで早
期就職をめざします～

同制度の主な内容

○無料で「求職者支援訓練」などが受講できま

す。

○職業訓練期間中および終了後も就職活動を支

援します。

○一定の要件を満たす人に対して、職業訓練受

講給付金を支給します。

　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　ハローワーク河内長野職業訓練

コーナー〔(５３)３０８１〕 

職場の労働問題で悩んでいませんか
～総合労働相談コーナーのご利用を～

　大阪労働局では、労働問題に関するあらゆる

分野（解雇、労働条件など）の相談を大阪労働

局および府内１３カ所の労働基準監督署に設置し

た総合労働相談コーナーで受け付けています。

また、電話での相談も受け付けています。

　相談内容に応じて、助言や指導をはじめ、関

係法令や判例などの情報提供、関係機関の案内

などをしますので、労働者はもちろん事業主の

皆さんもご利用ください。

◆総合労働相談ダイヤル

とき　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）、午

前９時～午後６時、〔０１２０(９３９)００９〕　

※携帯電話やＩＰ電話などからはご利用できま

せん。つながらない場合や携帯電話からは〔０６

(７６６０)００７２〕。

問い合わせ　大阪労働局総務部企画室〔０６

(６９４９)６０５０〕

円
（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

２５

※
駐
車
場
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
正
雄
さ

ん
〔

　
０
６
３
２
〕

（２４）

●
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
小
規
模

農
園
Ａ

と
こ
ろ
　
山
中
田
町
一
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
円
（
１
区

画
約
１
０
０
平
方
㍍
）

問
い
合
わ
せ
　
堀
川
　
俊
文
さ

ん
〔

０
９
０
（
６
９
８
７
）

３
８
１
７
〕

●
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
１
・
２
・

３と
こ
ろ
　
１
・
２
＝
佐
備
、
３

＝
龍
泉

利
用
料
　
い
ず
れ
も
年
額
２
万

５
０
０
０
円
（
１
区
画
約
　
・
８２

５
平
方
㍍
）

問
い
合
わ
せ
　
谷
口
さ
ん
〔


　
３
１
５
１
〕

（３４）

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
を

　
女
性
が
職
業
生
活
に
お
い

て
、
十
分
に
能
力
を
発
揮
し
、

活
躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、「
女
性
の
職
業
生
活
に
お

け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法

律
（
女
性
活
躍
推
進
法
）」
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
常
時
３
０
１

人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
は
、
女
性
の
活
躍
推
進

に
向
け
た
「
一
般
事
業
主
行
動

計
画
」
の
策
定
な
ど
が
新
た
に

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
（
３
０
０

人
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
は
努
力
義
務
）。

　
策
定
し
た
同
行
動
計
画
は
、

女
性
活
躍
推
進
法
が
施
行
さ
れ

る
、
４
月
１
日

ま
で
に
、
所

在
地
の
都
道
府
県
労
働
局
雇
用

均
等
室
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
女
性
活
躍
推
進
法
の
内
容
な

ど
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
女
性
活
躍
推
進
法

特
集
ペ
ー
ジ
」〔h

ttp
://w

w
w
.

m
h
lw
.g
o
.jp
/stf/se

isa
k
u
n
i

ts
u
ite
/b
u
n
y
a
/0
0
0
0
0
9
1
0

2
5
.h
tm
l

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
労
働
局
雇

用
均
等
室
〔

０
６
（
６
９
４

１
）
８
９
４
０
〕


